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(57)【要約】
【課題】情報出力装置が交換されても、その出力性能に
応じた出力形態で情報を出力する。
【解決手段】プロセッサ装置１３の電源がオンになると
、ＣＰＵ２７などが起動して、メインモニタ１５の画面
１５ａのアスペクト比、及びサブモニタ１６の画面１６
ａのアスペクト比といった出力性能の情報が取得される
。挿入部１８が患者の体腔内に挿入されると、生体内の
観察ができるようになる。ＣＰＵ２７は、画像のアスペ
クト比と、メインモニタ１５の画面１５ａのアスペクト
比、あるいはサブモニタ１６の画面１６ａのアスペクト
比とに対応するテンプレートをテンプレートＤＢ３２か
ら選択する。メインモニタ１５の画面には、選択された
テンプレートを利用したレイアウトで、患者ＩＤなどの
文字情報とともに画像が表示される。一方、サブモニタ
１６の画面１６ａには、選択されたテンプレートを利用
したレイアウトで画像が表示される。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医療診断情報を取得する情報取得装置と、医療診断情報を出力する情報出力装置とが接
続される情報制御装置であって、
　前記情報出力装置の出力性能の情報を取得する取得部と、
　前記出力性能の情報に応じて、前記医療診断情報の出力形態を制御する制御部とを備え
たことを特徴とする情報制御装置。
【請求項２】
　前記取得部は、前記出力性能の情報を自動的に受信する受信手段を有したことを特徴と
する請求項１記載の情報制御装置。
【請求項３】
　前記受信手段は、デジタルビジュアルインターフェースであることを特徴とする請求項
２記載の情報制御装置。
【請求項４】
　前記取得部は、前記出力性能の情報を入力させる第一操作入力手段を有したことを特徴
とする請求項１ないし３いずれか記載の情報制御装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記出力性能の情報とともに前記医療診断情報に応じて、前記医療診断
情報の出力形態を制御することを特徴とする請求項１ないし４いずれか記載の情報制御装
置。
【請求項６】
　前記出力性能に対応した複数の前記出力形態の情報を記憶する記憶手段を備え、
　前記制御部は、前記記憶手段から前記出力形態の情報を読み出すことで、前記制御を行
うことを特徴とする請求項１ないし５いずれか記載の情報制御装置。
【請求項７】
　複数の前記出力形態を表示する表示手段と、
　複数の前記出力形態の中から、使用する出力形態を選択させる第二操作入力手段とを備
えたことを特徴とする請求項６記載の情報制御装置。
【請求項８】
　前記医療診断情報は、前記情報取得装置で被検体内を撮像して得られた画像、および前
記被検体の情報などを表す文字を含むことを特徴とする請求項１ないし７いずれか記載の
情報制御装置。
【請求項９】
　前記出力形態は、前記情報出力装置における前記医用診断情報を出力する領域内で、前
記画像が最大のサイズとなるように設定されていることを特徴とする請求項８記載の情報
制御装置。
【請求項１０】
　前記出力形態は、前記情報出力装置における前記画像を出力する領域外の空き領域に、
前記文字が配されるように設定されていることを特徴とする請求項８または９記載の情報
制御装置。
【請求項１１】
　前記出力性能は、前記情報出力装置における前記医療診断情報を出力する領域の解像度
であり、
　前記出力形態は、前記解像度に応じて前記文字のサイズが変更されるように設定されて
いることを特徴とする請求項８ないし１０いずれか記載の情報制御装置。
【請求項１２】
　前記医療診断情報はさらに、前記画像を画像処理して加工した加工画像を含むことを特
徴とする請求項８ないし１１いずれか記載の情報制御装置。
【請求項１３】
　前記出力形態は、前記情報出力装置における前記医療診断情報を出力する領域に、前記
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画像と前記加工画像とを並べて出力するように設定されていることを特徴とする請求項１
２記載の情報制御装置。
【請求項１４】
　前記出力性能は、前記情報出力装置における前記医療診断情報を出力する領域のアスペ
クト比、または解像度のうち、少なくともいずれか一つであることを特徴とする請求項１
ないし１３いずれか記載の情報制御装置。
【請求項１５】
　前記情報取得装置は、被検体内を撮像する固体撮像素子を備えた内視鏡であることを特
徴とする請求項１ないし１４いずれか記載の情報制御装置。
【請求項１６】
　前記情報出力装置は、モニタであることを特徴とする請求項１ないし１５いずれか記載
の情報制御装置。
【請求項１７】
　医療診断情報を出力する情報出力装置の出力性能の情報を取得する取得ステップと、
　前記出力性能の情報に応じた出力形態で前記医療診断情報を出力する出力ステップとを
備えたことを特徴とする情報制御方法。
【請求項１８】
　被検体内を撮像して画像を取得する内視鏡と、
　前記画像を含む医療診断情報を出力する情報出力装置と、
　前記情報出力装置の出力性能の情報を取得する取得部と、
　前記出力性能の情報に応じて、前記医療診断情報の出力形態を制御する制御部とを備え
たことを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報の出力状態を制御する情報制御方法及び装置、並びに内視鏡システムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　撮影画像をリアルタイムに出力するシステム、例えば内視鏡システムでは、電子内視鏡
が内蔵した撮像素子から送信された撮像信号を情報制御装置で画像データに変換する。変
換された画像データは、患者氏名や検査日時などの文字とともに内視鏡画像としてモニタ
の画面にリアルタイム表示される。医師は、モニタの画面に映し出された映像を観察して
診断を行う。
【０００３】
　情報制御装置には、サブモニタが接続されるものがある（例えば、特許文献１参照）。
サブモニタを患者用に充てることで、インフォームド・コンセントを円滑に行うことがで
きる。特許文献１記載の発明にあっては、モニタの画面毎に異なる拡大率で画像を表示す
ることができ、ユーザの好みや診断方法に合わせた利用が可能となっている。
【０００４】
　また、画像を表示する画面を備えたモニタだけでなく、プリンタなど異なる種類の情報
出力装置が接続される情報制御装置もある（例えば、特許文献２参照）。特許文献２記載
の発明にあっては、情報出力装置毎に患者氏名などの文字を出力するか否かの設定ができ
る。用途に応じて患者氏名を削除した出力とすることで、患者のプライバシーを保護する
ことができる。
【０００５】
　ところで、画像を表示するモニタの画面サイズは、アスペクト比で規格化されており、
この規格には、４：３の標準サイズ、１６：９のワイドサイズを代表に色々とある。
【０００６】
　モニタの画面には、原則、画面のアスペクト比に対応するアスペクト比の画像を表示さ
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せることとなる。一方、画面のアスペクト比に対応しないアスペクト比の画像を表示させ
ることも可能ではあるが、この場合、表示する形態を画面のアスペクト比に応じて調整す
る必要がある。例えば、標準サイズのモニタに映し出すための画像をワイドサイズのモニ
タに出力する場合には、図２３に示すように画面の左右に非表示部１０１，１０２を設け
たり、図２４に示すように画像を左右方向に引き伸ばしたり、図２５に示すように画像の
一部を画面からはみ出させたりすることとなる。
【０００７】
　また、モニタの画面解像度が低いために出力する画像が粗くなる場合には、付帯情報と
して併せて表示する文字も粗くなるので、画面解像度に応じて文字サイズを調整して文字
がつぶれないようにする必要もある。このように、画面のアスペクト比や解像度などの出
力性能に応じた形態で、画像や文字などの情報を出力する必要がある。
【特許文献１】特開２００３－０２４２７３号公報
【特許文献２】特開平１１－３４１４８４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１記載の情報制御装置には、画面のアスペクト比４：３のモニタと、１６：９
のモニタとがそれぞれ接続されている。各モニタには、拡大率を調整した画像が表示され
る。しかしながら、モニタが交換されることを想定しておらず、出力性能の異なるモニタ
に交換された場合に、画像などの情報の出力形態を調整できるものではない。
【０００９】
　また、特許文献２には、情報制御装置に接続されたモニタの出力性能についての言及は
一切なく、出力形態を調整することはできない。
【００１０】
　このような出力形態を調整することができないという問題は、モニタの画面に表示する
場合に限定されず、プリンタその他の情報出力装置に出力する場合にも同様に生じる。
【００１１】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、情報出力装置が交換されても、その
出力性能に応じた出力形態で画像などの情報を出力することができる情報制御方法及び装
置、並びに内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の情報制御装置は、医療診断情報を取得する情報取
得装置と、医療診断情報を出力する情報出力装置とが接続される情報制御装置であって、
情報出力装置の出力性能の情報を取得する取得部と、出力性能の情報に応じて、医療診断
情報の出力形態を制御する制御部とを備えている。
【００１３】
　請求項２記載の発明では、取得部は、出力性能の情報を自動的に受信する受信手段を有
している。
【００１４】
　請求項３記載の発明では、受信手段は、デジタルビジュアルインターフェースである。
【００１５】
　請求項４記載の発明では、取得部は、出力性能の情報を入力させる第一操作入力手段を
有している。
【００１６】
　請求項５記載の発明では、制御部は、出力性能の情報とともに医療診断情報に応じて、
医療診断情報の出力形態を制御している。
【００１７】
　請求項６記載の発明では、出力性能に対応した複数の出力形態の情報を記憶する記憶手
段を備えている。また、制御部は、記憶手段から出力形態の情報を読み出すことで、制御
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を行っている。
【００１８】
　請求項７記載の発明では、複数の出力形態を表示する表示手段と、複数の出力形態の中
から、使用する出力形態を選択させる第二操作入力手段とを備えている。
【００１９】
　請求項８記載の発明では、医療診断情報は、情報取得装置で被検体内を撮像して得られ
た画像、および被検体の情報などを表す文字を含んでいる。
【００２０】
　請求項９記載の発明では、出力形態は、情報出力装置における医用診断情報を出力する
領域内で、画像が最大のサイズとなるように設定されている。
【００２１】
　請求項１０記載の発明では、出力形態は、情報出力装置における画像を出力する領域外
の空き領域に、文字が配されるように設定されている。
【００２２】
　請求項１１記載の発明では、出力性能は、情報出力装置における医療診断情報を出力す
る領域の解像度である。また、出力形態は、解像度に応じて文字のサイズが変更されるよ
うに設定されている。
【００２３】
　請求項１２記載の発明では、医療診断情報はさらに、画像を画像処理して加工した加工
画像を含んでいる。
【００２４】
　請求項１３記載の発明では、出力形態は、情報出力装置における医療診断情報を出力す
る領域に、画像と加工画像とを並べて出力するように設定されている。
【００２５】
　請求項１４記載の発明では、出力性能は、情報出力装置における医療診断情報を出力す
る領域のアスペクト比、または解像度のうち、少なくともいずれか一つである。
【００２６】
　請求項１５記載の発明では、情報取得装置は、被検体内を撮像する固体撮像素子を備え
た内視鏡である。
【００２７】
　請求項１６記載の発明では、情報出力装置は、モニタである。
【００２８】
　本発明の情報制御方法は、医療診断情報を出力する情報出力装置の出力性能の情報を取
得する取得ステップと、出力性能の情報に応じた出力形態で医療診断情報を出力する出力
ステップとを備えている。
【００２９】
　本発明の内視鏡システムは、被検体内を撮像して画像を取得する内視鏡と、画像を含む
医療診断情報を出力する情報出力装置と、情報出力装置の出力性能の情報を取得する取得
部と、出力性能の情報に応じて、医療診断情報の出力形態を制御する制御部とを備えてい
る。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明の情報制御方法及び装置、並びに内視鏡システムによれば、医療診断情報を出力
する情報出力装置の出力性能の情報を取得し、この出力性能の情報に応じた出力形態で医
療診断情報を出力するので、情報出力装置が交換されても、その出力性能に応じた出力形
態で画像などの情報を出力することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　図１に示す第１実施形態の内視鏡システム１１は、医師が患者を診断する際に利用する
システムであり、患者の体腔内（被検体内）を撮影する電子内視鏡（内視鏡、情報取得装
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置）１２と、内視鏡１２で撮影された医用画像（画像）を取り込むプロセッサ装置（情報
制御装置）１３と、プロセッサ装置１３を操作する操作信号を入力する操作部（操作入力
手段）１４と、プロセッサ装置１３に取り込まれた画像や各種操作画面などを表示する画
面１５ａ，１６ａを備えたメインモニタ１５、サブモニタ１６と、照明装置２４とから構
成される。
【００３２】
　図１及び図２に示すように、内視鏡１２は、患者の口腔から体腔内に挿入するケーブル
状の挿入部１８と、医師が把持する把持部１９とから構成され、コード２０を介してプロ
セッサ装置１３及び照明装置２４に接続されている。挿入部１８の先端１８ａには、照明
装置２４から光を導くファイバー２６の先端２６ａが露呈している。また、撮影レンズ２
２が設けられ、撮影レンズ２２越しに撮像素子２３が内蔵されている。撮像素子２３は、
撮影レンズ２２が導光する被写体光を結像し、撮像信号をプロセッサ装置１３に入力する
。把持部１９には、撮影ボタン２５が設けられている。撮影ボタン２５は、静止画を撮影
する際に押圧される。
【００３３】
　図２において、プロセッサ装置１３は、ＣＰＵ２７を有している。ＣＰＵ２７は、操作
部１４などから入力される操作信号に従ってプロセッサ装置１３全体を統括的に制御する
。ＣＰＵ２７には、操作部１４の他に、データバス２８を介して、入力インターフェース
（入力Ｉ／Ｆ）２９、ＲＡＭ３０、画像生成回路３１、テンプレートデータベース（テン
プレートＤＢ）３２、及び表示制御回路３３，３４が接続されている。
【００３４】
　入力Ｉ／Ｆ２９は、例えばコネクタであり、内視鏡１２が接続されて、内視鏡１２から
撮像信号、スペックなどのデータを取り込んでＲＡＭ３０へ転送する。ＲＡＭ３０は、Ｃ
ＰＵ２７が処理を実行するための作業用メモリであり、入力Ｉ／Ｆ２９から取り込まれた
データなどを一時的に記憶する。画像生成回路３１は、ＲＡＭ３０に一時的に記憶された
撮像信号を読み出してから、ＹＣ変換処理など所定の変換処理を施して、画像を生成する
。生成された画像は、再度ＲＡＭ３０に記憶される。
【００３５】
　テンプレートＤＢ（記憶手段）３２には、画像生成回路３１で生成された画像のレイア
ウトに関するテンプレートが記憶されている。テンプレートには、画像のアスペクト比と
、モニタ１５，１６の画面のアスペクト比との関係に基づいた複数のタイプがある。なお
、画像のアスペクト比は、撮影レンズ２２と撮像素子２３との関係、すなわち内視鏡１２
の撮像性能によって導き出される既知の値である。
【００３６】
　図３に示すテンプレート３６は、アスペクト比が４：３の画像を、アスペクト比が４：
３の画面（例えば、サイズが１２８０×９６０の画面）に表示するものであり、画像を表
示する画像表示領域３７を中央に有している。画像表示領域３７は、表示する画像の形状
に対応するために、円の上部及び下部が除かれた形状となっている。この形状は、撮影レ
ンズ２２が円形で、撮像素子２３が矩形であることによるが、周知であるので詳しい説明
は省略する。また、画像表示領域３７は、そのアスペクト比が４：３となるように、可能
な限り大きく設定されている。画像表示領域３７以外であって斜線で図示した領域３８は
、文字などの情報を表示する文字情報表示領域３８となっている。なお、本明細書におけ
るアスペクト比は、いずれも横：縦で示している。
【００３７】
　同様に、図４に示すテンプレート３９は、アスペクト比が４：３の画像を、アスペクト
比が５：４の画面（例えば、サイズが１２８０×１０２４の画面）に表示するものであり
、画像を表示する画像表示領域４０を有している。画像表示領域４０は、表示する画像の
形状に対応するために、円の上部及び下部が除かれた形状となっており、テンプレート３
６の画像表示領域３７（図３参照）と同一の形状を有している。また、画像表示領域４０
は、そのアスペクト比が４：３となるように、可能な限り大きく設定されており、テンプ
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レート３９の中央上方寄りに配されている。画像表示領域４０以外であって斜線で図示し
た領域４１は、文字などの情報を表示する文字情報表示領域４１となっている。
【００３８】
　また、図５に示すテンプレート４２は、アスペクト比が４：３の画像を、アスペクト比
が１６：９の画面（例えば、サイズが１９２０×１０８０の画面）に表示するものであり
、画像を表示する画像表示領域４３を有している。画像表示領域４３は、表示する画像の
形状に対応するために、円の上部及び下部が除かれた形状となっており、テンプレート３
６の画像表示領域３７（図３参照）や、テンプレート３９の画像表示領域４０（図４参照
）と同一の形状を有している。また、画像表示領域４３は、そのアスペクト比が４：３と
なるように、可能な限り大きく設定されており、テンプレート４２の左端に配されている
。画像表示領域４３以外であって斜線で図示した領域４４は、文字などの情報を表示する
文字情報表示領域４４となっている。
【００３９】
　また、図６に示すテンプレート４５は、アスペクト比が１：１の画像を、アスペクト比
が４：３の画面（例えば、サイズが１２８０×９６０の画面）に表示するものであり、画
像を表示する画像表示領域４６を有している。画像表示領域４６は、表示する画像の形状
に対応するために、円形となっている。この形状は、撮影レンズ２２が円形であることに
よるが、周知であるので詳しい説明は省略する。また、画像表示領域４６は、そのアスペ
クト比が１：１となるように、可能な限り大きく設定されており、テンプレート４５の中
央に配されている。画像表示領域４６以外であって斜線で図示した領域４７は、文字など
の情報を表示する文字情報表示領域４７となっている。
【００４０】
　図２に戻って、表示制御回路（制御部）３３は、デジタル通信インターフェース（デジ
タル通信Ｉ／Ｆ）４９を介して接続されたメインモニタ１５の画面１５ａの表示状態を制
御する。デジタル通信Ｉ／Ｆ４９は、ＤＶＩ（Digital Visual Interface，デジタルビジ
ュアルインターフェース）などであり、接続されたメインモニタ１５とのデータの遣り取
りを媒介する。
【００４１】
　ＣＰＵ（取得部）２７は、デジタル通信Ｉ／Ｆ４９を介して、メインモニタ１５の画面
１５ａのアスペクト比及び解像度（単位面積あたりの画素数）を取得する。また、ＣＰＵ
２７は、内視鏡１２のスペックに係るデータをＲＡＭ３０から読み出して、画像のアスペ
クト比を取得する。そして、ＣＰＵ２７は、取得した画像のアスペクト比と、画面１５ａ
のアスペクト比とに対応するテンプレートをテンプレートＤＢ３２から選択する。
【００４２】
　表示制御回路３３は、ＲＡＭ３０から画像を読み出して、ＣＰＵ２７が選択したテンプ
レートに画像や文字情報を当てはめて、メインモニタ１５の画面１５ａに画像を表示する
。文字情報は、画面１５ａの解像度に応じたサイズでテンプレートに当てはめられ、画面
１５ａに表示される。すなわち、文字情報は、画面１５ａの解像度が高いほど小さなサイ
ズでテンプレートに当てはめられ、画面１５ａの解像度が低いほど大きなサイズでテンプ
レートに当てはめられる。
【００４３】
　表示制御回路３４は、デジタル通信Ｉ／Ｆ５０を介して接続されたサブモニタ１６の画
面１６ａの表示状態を制御する。デジタル通信Ｉ／Ｆ５０は、ＤＶＩなどであり、接続さ
れたサブモニタ１６とのデータの遣り取りを媒介する。
【００４４】
　ＣＰＵ（取得部）２７は、デジタル通信Ｉ／Ｆ５０を介して、サブモニタ１６の画面１
６ａのアスペクト比を取得する。また、ＣＰＵ２７は、内視鏡１２のスペックに係るデー
タをＲＡＭ３０から読み出して、画像のアスペクト比を取得する。そして、ＣＰＵ２７は
、取得した画像のアスペクト比と、画面１６ａのアスペクト比とに対応するテンプレート
をテンプレートＤＢ３２から選択する。表示制御回路３４は、ＲＡＭ３０から画像を読み
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出して、ＣＰＵ２７が選択したテンプレートを利用して、サブモニタ１６の画面１６ａに
画像を表示する。
【００４５】
　図１に戻って、操作部１４は、文字などの入力を指示するキーボード５２と、選択操作
やカーソル５５（図７参照）の移動などを指示するマウス５３とから構成される。例えば
、図７に示すデータ入力画面に従って操作部１４が操作されることで、文字情報がプロセ
ッサ装置１３に入力される。データ入力画面には、患者ＩＤ、患者氏名、連絡事項、性別
、生年月日、医師、年齢などの項目が表示され、項目毎に文字情報を入力することが可能
となっている。
【００４６】
　メインモニタ（情報出力装置）１５は、ＤＶＩ端子（図示せず）を有したコード５７を
介してプロセッサ装置１３に接続されており、画面１５ａには、プロセッサ装置１３から
出力される画像や、各種操作画面が表示される。例えば、画面１５ａのアスペクト比が４
：３で、画像のアスペクト比が４：３である場合、内視鏡１２で撮影された画像は、テン
プレート３６（図３参照）に当てはめられて、図８に示すように画面１５ａに表示される
。すなわち、図３における画像表示領域３７には画像が表示され、文字情報表示領域３８
には、データ入力画面（図７参照）で入力された文字情報が表示される。文字情報は、文
字情報表示領域３８に表示されるので、画像に重畳する位置に表示されることはない。
【００４７】
　同様に、サブモニタ（情報出力装置）１６は、ＤＶＩ端子（図示せず）を有したコード
５８を介してプロセッサ装置１３に接続されており、画面１６ａには、プロセッサ装置１
３から出力される画像が表示される。例えば、画面１６ａのアスペクト比が４：３で、画
像のアスペクト比が４：３である場合、内視鏡１２で撮影された画像は、テンプレート３
６（図３参照）に当てはめられて、図９に示すように画面１６ａに表示される。すなわち
、図３における画像表示領域３７に画像が表示される。
【００４８】
　次に、上記第１実施形態における内視鏡システム１１（図１参照）の作用について、図
１０を参照しながら説明する。内視鏡システム１１で患者の体腔内を観察する際には、プ
ロセッサ装置１３の電源をオンにして、メインモニタ１５の画面１５ａにデータ入力画面
（図７参照）を表示させる。データ入力画面に従って操作部１４が操作されると、患者Ｉ
Ｄなどの文字情報がプロセッサ装置１３に入力される。
【００４９】
　また、プロセッサ装置１３の電源がオンになると、ＣＰＵ２７などが起動して、メイン
モニタ１５の画面１５ａのアスペクト比及び解像度、並びにサブモニタ１６の画面１６ａ
のアスペクト比といった出力性能の情報が取得される。同様に、内視鏡１２のスペック（
撮影画像のアスペクト比など）が取得される。
【００５０】
　照明装置２４の電源をオンにしてから挿入部１８が患者の体腔内に挿入されると、生体
内の観察ができるようになる。撮像素子２３が被写体光を結像して出力した撮像信号は、
プロセッサ装置１３に入力され、画像生成回路３１でＹＣ変換処理など所定の変換処理が
施されて画像になる。
【００５１】
　ＣＰＵ２７は、画像のアスペクト比と、メインモニタ１５の画面１５ａのアスペクト比
、あるいはサブモニタ１６の画面１６ａのアスペクト比とに対応するテンプレートをテン
プレートＤＢ３２から選択する。例えば、画像のアスペクト比が４：３で、画面１５ａ，
１６ａのアスペクト比が４：３である場合、テンプレート３６（図３参照）が選択される
。
【００５２】
　メインモニタ１５の画面１５ａには、テンプレート３６を利用したレイアウトで、患者
ＩＤなどの文字情報とともに画像が表示される（図８参照）。一方、サブモニタ１６の画
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面１６ａには、テンプレート３６を利用したレイアウトで画像が表示される（図９参照）
。すなわち、画像のアスペクト比と、画面１５ａ，１６ａのアスペクト比とに対応したレ
イアウトで画像が表示される。また、メインモニタ１５の画面１５ａにおいて、文字情報
は、文字情報表示領域３８（図３参照）に表示されるので、画像に重畳する位置に表示さ
れることはない。
【００５３】
　なお、上記第１実施形態では、メインモニタ１５の画面１５ａは、そのアスペクト比が
４：３である場合を例に説明したが、画面のアスペクト比はこれに限定されるのではない
。
【００５４】
　例えば、画面１５ａのアスペクト比が５：４である場合、図４に示すテンプレート３９
が選択される。そして、図１１に示すように、画面１５ａには、テンプレート３９を利用
したレイアウトで、患者ＩＤなどの文字情報とともに画像が表示される。
【００５５】
　また、画面１５ａのアスペクト比が１６：９である場合、図５に示すテンプレート４２
が選択される。そして、図１２に示すように、画面１５ａには、テンプレート４２を利用
したレイアウトで、患者ＩＤなどの文字情報とともに画像が表示される。
【００５６】
　また、上記第１実施形態では、内視鏡１２で撮影される画像のアスペクト比が４：３で
ある場合を例に説明したが、これに限定されるのではない。
【００５７】
　例えば、内視鏡１２で撮影される画像のアスペクト比が１：１である場合、画面１５ａ
のアスペクト比が４：３であれば、図６に示すテンプレート４５が選択される。そして、
図１３に示すように、画面１５ａには、テンプレート４５を利用したレイアウトで、患者
ＩＤなどの文字情報とともに、画像が表示される。
【００５８】
　また、上記第１実施形態では、メインモニタ１５の画面１５ａが有する解像度の数値は
示さなかったが、画像を表示する画面の解像度は、特定の数値に限定されるものではない
。
【００５９】
　例えば、メインモニタ１５の画面１５ａが有する解像度が、上記の場合と比較して低い
場合、文字情報は、上記の場合と比較して大きなサイズでテンプレート３６（図３参照）
に当てはめられる。そして、図１４に示すように、画面１５ａには、上記の場合（図８参
照）と比較して大きなサイズの文字情報とともに、画像が表示される。
【００６０】
　なお、上記第１実施形態の内視鏡システム１１では、各モニタ１５，１６の画面１５ａ
、１６ａには、画像が１つだけ表示される場合を説明したが、複数の画像が表示されるの
でも良い。次に説明する第２実施形態の内視鏡システム６１（図１５参照）では、内視鏡
１２で撮影された画像とともに、所定の処理が施された画像を並べて表示する。
【００６１】
　図１５に示す第２実施形態の内視鏡システム６１は、内視鏡１２と、内視鏡１２で撮影
された画像を取り込むプロセッサ装置（情報制御装置）６２と、プロセッサ装置６２を操
作する操作信号を入力する操作部１４と、プロセッサ装置６２に取り込まれた画像や各種
操作画面などを表示する画面６３ａ，６４ａを備えたメインモニタ６３、サブモニタ６４
と、照明装置２４とから構成される。
【００６２】
　プロセッサ装置６２は、ＣＰＵ２７を有している。ＣＰＵ２７は、プロセッサ装置６２
全体を統括的に制御する。ＣＰＵ２７には、データバス２８を介して、ＲＡＭ３０、画像
生成回路３１、テンプレートＤＢ３２、強調画像生成回路６５などが接続されている。
【００６３】
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　テンプレートＤＢ３２には、図１６に示すテンプレート６６などが記憶されている。テ
ンプレート６６は、アスペクト比が４：３の２つの画像を、アスペクト比が１６：９の画
面（例えば、サイズが１９２０×１０８０の画面）に左右に並べて表示するものであり、
画像を表示する画像表示領域６７ａ，６７ｂを有している。画像表示領域６７ａ，６７ｂ
は、それぞれ、表示する画像の形状に対応するために、円の上部及び下部が除かれた形状
となっており、テンプレート３６の画像表示領域３７（図３参照）や、テンプレート３９
の画像表示領域４０（図４参照）や、テンプレート４２の画像表示領域４３（図５参照）
と同一の形状を有している。また、画像表示領域６７ａ，６７ｂは、互いのサイズが同一
であり、それぞれのアスペクト比が４：３となるように、可能な限り大きく設定されてお
り、テンプレート６６上方寄りに左右に並ぶように配されている。画像表示領域６７ａ，
６７ｂ以外であって斜線で図示した領域６８は、文字などの情報を表示する文字情報表示
領域６８となっている。
【００６４】
　強調画像生成回路６５は、画像生成回路３１で生成された画像をＲＡＭ３０から読み出
してから分光画像処理を施して、所定の色合いを強調した画像を生成する。分光画像処理
は、主成分分析を用いた次元圧縮による線形近似や、ウィナー推定などに代表される分光
推定で得られた画像に対し、一定の強調を付与する処理である。この分光画像処理は周知
技術であるので、詳しい説明は省略する。
【００６５】
　メインモニタ（情報出力装置）６３は、ＤＶＩ端子を有したコード（図示せず）を介し
てプロセッサ装置６２に接続されており、画面６３ａには、プロセッサ装置６２から出力
される画像や、各種操作画面が表示される。例えば、画面６３ａのアスペクト比が１６：
９で、画像のアスペクト比が４：３である場合、内視鏡１２で撮影された画像は、テンプ
レート６６（図１６参照）に当てはめられて、図１７に示すように画面６３ａに表示され
る。すなわち、図１６における画像表示領域６７ａには、画像生成回路３１で生成された
画像が表示され、画像表示領域６７ｂには、強調画像生成回路６５で生成された画像が表
示される。このように、一つの画面６３ａ内に２つの画像が並べて表示される。また、文
字情報表示領域６８には、データ入力画面（図７参照）で入力された文字情報が表示され
る。
【００６６】
　同様に、サブモニタ（情報出力装置）６４は、ＤＶＩ端子を有したコード（図示せず）
を介してプロセッサ装置６２に接続されており、画面６４ａには、プロセッサ装置６２か
ら出力される画像が表示される。例えば、画面６４ａのアスペクト比が１６：９で、画像
のアスペクト比が４：３である場合、内視鏡１２で撮影された画像は、テンプレート６６
（図１６参照）に当てはめられて、図１８に示すように画面６４ａに表示される。すなわ
ち、図１６における画像表示領域６７ａには、画像生成回路３１で生成された画像が表示
され、画像表示領域６７ｂには、強調画像生成回路６５で生成された画像が表示される。
このように、一つの画面６４ａ内に２つの画像が並べて表示される。なお、第１実施形態
における内視鏡システム１１と同じ構成については、同一の符号を付すなどして詳しい説
明を省略する。
【００６７】
　次に、上記第２実施形態における内視鏡システム６１（図１５参照）の作用について、
図１９を参照しながら説明する。内視鏡システム６１で患者の体腔内を観察する際には、
プロセッサ装置６２及び照明装置２４の両装置の電源をオンにする。
【００６８】
　内視鏡１２の挿入部（図示せず）が患者の体腔内に挿入されると、生体内の観察ができ
るようになる。画像生成回路３１で生成された画像は、強調画像生成回路６５に読み出さ
れ、分光画像処理が施されて所定の色合いが強調された画像になる。
【００６９】
　ＣＰＵ２７は、画像のアスペクト比と、メインモニタ６３の画面６３ａのアスペクト比
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、あるいはサブモニタ６４の画面６４ａのアスペクト比とに対応するテンプレートをテン
プレートＤＢ３２から選択する。例えば、画像のアスペクト比が４：３で、画面６３ａ，
６４ａのアスペクト比が１６：９である場合、テンプレート６６（図１６参照）が選択さ
れる。
【００７０】
　メインモニタ６３の画面６３ａには、テンプレート６６を利用したレイアウトで、患者
ＩＤなどの文字情報とともに２つの画像が並べて表示される（図１７参照）。一方、サブ
モニタ６４の画面６４ａには、テンプレート６６を利用したレイアウトで２つの画像が並
べて表示される（図１８参照）。すなわち、画像のアスペクト比と、画面６３ａ，６４ａ
のアスペクト比とに対応したレイアウトで２つの画像が並べて表示される。なお、第１実
施形態の内視鏡システム１１と同じ作用については、説明を省略する。
【００７１】
　なお、上記第２実施形態では、内視鏡１２で撮影された画像とともに、分光画像処理が
施された画像を並べて表示したが、複数枚の画像が表示されるのであれば良く、例えば、
その他の画像処理が施された画像や、参照用の画像が並べて表示されるのでも良い。
【００７２】
　また、上記第２実施形態では、２つの画像を並べて表示したが、表示を切り替える手段
を設け、１つの画像を表示することを可能にしても良い。
【００７３】
　また、上記各実施形態の内視鏡システム１１，６１では、内視鏡１２で撮影される画像
のアスペクト比と、モニタの画面のアスペクト比とを自動的に取得し、それらに対応する
テンプレートをＣＰＵ２７が選択したが、それらを自動的に取得できない場合には、テン
プレートをユーザに選択させても良い。次に説明する第３実施形態の内視鏡システム７１
（図２０参照）では、操作部１４からのテンプレートに係る操作信号に基づいてＣＰＵ２
７がテンプレートを選択する。
【００７４】
　図２０に示す第３実施形態の内視鏡システム７１は、内視鏡１２と、内視鏡１２で撮影
された画像を取り込むプロセッサ装置（情報制御装置）７２と、プロセッサ装置７２を操
作する操作信号を入力する操作部１４と、プロセッサ装置７２に取り込まれた画像や各種
操作画面などを表示する画面１５ａ，１６ａを備えたメインモニタ１５、サブモニタ１６
と、照明装置２４とから構成される。
【００７５】
　プロセッサ装置７２は、ＣＰＵ２７を有している。ＣＰＵ２７は、プロセッサ装置７２
全体を統括的に制御する。ＣＰＵ２７には、データバス２８を介して、表示制御回路３３
，３４などが接続されている。
【００７６】
　表示制御回路３３は、アナログ通信インターフェース（アナログ通信Ｉ／Ｆ）７３を介
して接続されたメインモニタ１５の画面１５ａの表示状態を制御する。アナログ通信Ｉ／
Ｆ７３は、ＶＧＡ（Video Graphics Array）などであり、接続されたメインモニタ１５に
対するデータの送信を媒介する。
【００７７】
　メインモニタ１５は、ＶＧＡ端子を有したコード（図示せず）を介してプロセッサ装置
７２に接続されており、画面１５ａには、プロセッサ装置７２から出力される画像や、各
種操作画面が表示される。
【００７８】
　図２１に示すテンプレート選択画面では、複数のテンプレート３６，３９，４２と、テ
ンプレートを選択するための選択ボタン７５～７７と、画面内の操作位置を示すカーソル
７８とが表示される。テンプレート選択画面に従って操作部１４が操作されることで、テ
ンプレートが選択される。
【００７９】
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　内視鏡１２で撮影された画像は、テンプレート選択画面で選択されたテンプレートに当
てはめられて、画面１５ａに表示される。
【００８０】
　一方、表示制御回路３４は、アナログ通信Ｉ／Ｆ７４を介して接続されたサブモニタ１
６の画面１６ａの表示状態を制御する。アナログ通信Ｉ／Ｆ７４は、ＶＧＡなどであり、
接続されたサブモニタ１６に対するデータの送信を媒介する。
【００８１】
　サブモニタ１６は、ＶＧＡ端子を有したコード（図示せず）を介してプロセッサ装置７
２に接続されており、画面１６ａには、プロセッサ装置７２から出力される画像が表示さ
れる。
【００８２】
　内視鏡１２で撮影された画像は、テンプレート選択画面（図２１参照）で選択されたテ
ンプレートに当てはめられて、画面１６ａに表示される。
【００８３】
　次に、上記第３実施形態における内視鏡システム７１（図２０参照）の作用について、
図２２を参照しながら説明する。内視鏡システム７１で患者の体腔内を観察する際には、
プロセッサ装置７２及び照明装置２４の両装置の電源をオンにして、メインモニタ（出力
手段）１５の画面１５ａにテンプレート選択画面（図２１参照）を表示させる。テンプレ
ート選択画面に従って操作部１４が操作されると、テンプレートが選択される。
【００８４】
　内視鏡１２の挿入部（図示せず）が患者の体腔内に挿入されると、生体内の観察ができ
るようになる。
【００８５】
　メインモニタ１５の画面１５ａには、選択されたテンプレートを利用したレイアウトで
、患者ＩＤなどの文字情報とともに画像が表示される（例えば、図８参照）。一方、サブ
モニタ１６の画面１６ａには、選択されたテンプレートを利用したレイアウトで画像が表
示される（例えば、図９参照）。すなわち、ユーザが選択したテンプレートのレイアウト
で画像が表示される。
【００８６】
　なお、上記第３実施形態では、選択するテンプレートのリストを、モニタ１５の画面１
５ａにテンプレート選択画面として表示したが、テンプレートのリストを出力する出力装
置（出力手段、図示せず）を、別途プロセッサ装置７２に設け、あるいは接続し、そちら
に出力しても良い。
【００８７】
　また、上記第３実施形態では、テンプレート選択画面を表示したが、テンプレートを選
択させるための補助に過ぎず、表示しなくても良い。この場合、テンプレートを選択する
ためには、操作部１４から画像のアスペクト比と画面のアスペクト比とが入力されること
が条件となる。同様に、上記第１，２実施形態において、操作部１４から画像のアスペク
ト比と画面のアスペクト比とが入力され、テンプレートが選択されるようにしても良い。
【００８８】
　また、上記第１，２実施形態において、上記第３実施形態のようなテンプレート選択画
面をメインモニタ１５，６３に表示し、テンプレート選択画面に従って操作部１４が操作
されることで、テンプレートが選択されるようにしても良い。
【００８９】
　また、上記各実施形態では、内視鏡システム１１，６１，７１の場合を例に説明したが
、プロセッサ装置に接続するモニタが交換可能であり、モニタの画面のアスペクト比に対
応したレイアウトで画像が表示されれば良く、その他の医療診断システムに適用しても良
い。
【００９０】
　また、上記各実施形態では、医用画像をモニタに表示したが、プリンタに出力しても良
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い。
【００９１】
　また、上記各実施形態では、メインモニタの他にサブモニタを設けたが、サブモニタを
設けずにメインモニタのみを設けても良い。
【００９２】
　また、上記各実施形態では、メインモニタとサブモニタとの画面のアスペクト比が一致
しているが、異なっていても良い。
【００９３】
　また、上記各実施形態では、メインモニタの通信手段とサブモニタの通信手段とがデジ
タル通信Ｉ／Ｆ、又はアナログ通信Ｉ／Ｆで統一されていたが、統一せずにデジタル通信
Ｉ／Ｆとアナログ通信Ｉ／Ｆとを一つずつ備えていても良い。
【００９４】
　また、上記各実施形態では、プロセッサ装置とモニタとは、コードを介して接続されて
有線通信を行ったが、無線接続されて無線通信を行うのでも良い。
【００９５】
　また、上記各実施形態では、表示する画像のレイアウトは、テンプレートに基づいて決
定しているが、画像のアスペクト比と、モニタの画面のアスペクト比とに対応する座標デ
ータを予め設定しておくことで、その座標データに基づいて決定することも可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】第１実施形態の内視鏡システムの構成を示す概略図である。
【図２】第１実施形態の内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図３】画像のアスペクト比４：３、画面のアスペクト比４：３のテンプレートを示す図
である。
【図４】画像のアスペクト比４：３、画面のアスペクト比５：４のテンプレートを示す図
である。
【図５】画像のアスペクト比４：３、画面のアスペクト比１６：９のテンプレートを示す
図である。
【図６】画像のアスペクト比１：１、画面のアスペクト比４：３のテンプレートを示す図
である。
【図７】文字情報を入力するデータ入力画面を示す図である。
【図８】アスペクト比が４：３の画像を表示する画面のアスペクト比４：３のメインモニ
タの画面図である。
【図９】アスペクト比が４：３の画像を表示する画面のアスペクト比４：３のサブモニタ
の画面図である。
【図１０】第１実施形態の内視鏡システムの作用を説明するフローチャートである。
【図１１】アスペクト比が４：３の画像を表示する画面のアスペクト比５：４のメインモ
ニタの画面図である。
【図１２】アスペクト比が４：３の画像を表示する画面のアスペクト比１６：９のメイン
モニタの画面図である。
【図１３】アスペクト比が１：１の画像を表示する画面のアスペクト比４：３のメインモ
ニタの画面図である。
【図１４】アスペクト比が４：３の画像を表示する画面のアスペクト比４：３で低解像度
のメインモニタの画面図である。
【図１５】第２実施形態の内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図１６】アスペクト比が４：３の画像を２つ並べて表示する画面のアスペクト比１６：
９のテンプレートを示す図である。
【図１７】アスペクト比が４：３の画像を２つ並べて表示する画面のアスペクト比１６：
９のメインモニタの画面図である。
【図１８】アスペクト比が４：３の画像を２つ並べて表示する画面のアスペクト比１６：
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【図１９】第２実施形態の内視鏡システムの作用を説明するフローチャートである。
【図２０】第３実施形態の内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２１】テンプレートを選択するテンプレート選択画面を示す図である。
【図２２】第３実施形態の内視鏡システムの作用を説明するフローチャートである。
【図２３】標準サイズの画像を、非表示部を設けたワイドサイズのモニタに表示する従来
例を示す図である。
【図２４】標準サイズの画像を左右方向に引き伸ばしてワイドサイズのモニタに表示する
従来例を示す図である。
【図２５】標準サイズの画像の一部をはみ出させてワイドサイズのモニタに表示する従来
例を示す図である。
【符号の説明】
【００９７】
　１１，６１，７１　内視鏡システム
　１２　電子内視鏡（内視鏡）
　１３，６２，７２　プロセッサ装置（情報制御装置）
　１４　操作部（操作入力手段）
　１５，６３　メインモニタ（情報出力装置）
　１５ａ，６３ａ　画面
　１６，６４　サブモニタ（情報出力装置）
　１６ａ，６４ａ　画面
　２７　ＣＰＵ（取得部）
　２９　入力インターフェース（入力Ｉ／Ｆ）
　３２　テンプレートデータベース（テンプレートＤＢ、記憶手段）
　３３，３４　表示制御回路（制御部）
　３６，３９，４２，４５，６６　テンプレート
　４９，５０　デジタル通信インターフェース（デジタル通信Ｉ／Ｆ、デジタルビジュア
ルインターフェース）
　６５　強調画像生成回路
　７３，７４　アナログ通信インターフェース（アナログ通信Ｉ／Ｆ）
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